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批

評

紹

介

ｆ

　
　
　
　

。
凛
京
城
ｉ
潮
海
國
上
京
龍
泉
址
の
登
掘
調
査
―

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

東
方
考
古
學
叢
刊

　

第
五
珊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

東
亜
考
古
學
會

　
　
　

滞
洲
國
牡
丹
江
省
寧
安
頷
下
の
一
小
都
邑
東
京
城
を
中
心
に
、

　
　

楡
樹
の
下
、
恢
々
た
る
堆
土
に
か
こ
ま
れ
た
方
形
一
帯
の
地
は
、

　
　

も
の
昔
沁
東
の
盛
國
と
し
て
、
聞
え
だ
彼
の
溺
海
國
が
堂
宇
輪

　
　

莫
の
美
を
極
め
た
首
都
上
京
龍
泉
府
の
地
で
あ
る
。

　
　
　

本
書
は
昭
和
八
・
九
年
に
亘
り
、
東
亜
考
古
學
會
が
、
本
遺

　
　

址
に
つ
い
て
、
東
大
教
授
原
田
淑
人
博
士
、
駒
井
和
愛
氏
を
調

　
　

査
主
任
に
ヽ
村
ｍ
治
郎
博
士
や
水
野
清
一
ヽ
三
上
次
ぞ
矢
島

　
　

恭
助
氏
等
の
考
古
學
班
、
池
内
博
士
や
外
山
軍
治
氏
等
の
雁
史

　
　

班
な
ど
潮
海
研
究
者
を
殆
ん
ど
總
動
員
し
て
行
な
っ
た
疲
掘
調

　
　

査
の
報
告
書
で
あ
る
。

　
　
　

潮
海
は
言
ふ
産
で
も
た
く
高
勾
麗
人
大
氏
一
族
に
率
ゐ
ら
れ

　
　

た
株
価
族
の
國
丿
ご
の
版
圖
は
満
洲
東
部
、
ソ
領
沿
海
州
、
朝

Ｂ

　

鮮
咸
鏡
道
に
も
及
ん
で
五
京
十
五
府
六
十
二
州
を
開
い
た
と
言

は
れ
、
唐
の
聖
暦
冲
、
ヽ
國
を
お
こ
し
た
大
祚
柴
以
後
１
　
五
代
二

百
七
４
　
餓
年
の
註
稜
を
保
っ
て
、
逐
に
遼
の
篤
め
亡
ぼ
さ
る
ｘ

處
．
と
な
っ
た
が
ヽ
時
は
あ
た
か
も
我
が
奈
良
平
安
ば
雨
朝
に
わ

た
り
、
大
陸
に
て
は
唐
よ
り
五
代
の
後
梁
後
唐
の
頃
に
富
っ
て

居
る
．
而
し
て
、
こ
の
潮
海
國
は
國
初
以
来
、
或
は
使
者
を
派

し
て
典
籍
を
求
め
、
或
は
學
生
を
遣
し
て
留
學
せ
し
め
て
、
唐

文
化
の
吸
収
に
努
め
た
の
で
あ
っ
て
、
や
が
て
は
詩
文
に
教
養

に
、
彼
の
唐
人
を
し
て
海
東
の
盛
國
と
言
は
し
む
る
ま
で
の
文

化
の
華
を
さ
か
せ
た
の
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
潮
海
は
同
時
に
我

が
國
と
も
開
係
深
く
、
聖
武
朝
卵
胞
年
間
以
来
三
十
五
回
に
上

る
彼
我
修
交
の
事
賓
や
、
弘
法
大
師
と
親
交
厚
か
っ
た
王
孝
廉

の
話
は
特
に
同
國
を
親
し
い
も
の
に
感
ぜ
し
め
る
．

　

然
る
に
、
こ
の
潮
海
國
は
残
念
乍
ら
自
ら
の
記
録
を
残
し
て

居
ら
な
い
の
で
あ
っ
．
て
、
我
國
及
び
支
那
に
傅
へ
ら
る
ｘ
、
記

録
に
よ
っ
て
そ
の
盛
だ
有
様
を
窺
ふ
に
過
ぎ
す
．
従
っ
て
同
國

文
化
の
間
明
は
考
古
學
的
調
査
の
結
果
に
僕
っ
所
大
な
る
も
の

が
あ
っ
た
の
で
あ
・
る
．
然
し
又
翻
っ
て
考
ふ
る
に
、
由
来
大
陸

支
那
は
治
眼
興
亡
甚
し
く
じ

で
あ
っ
て
．
、
文
化
の
波
叉
之
に
従
っ
て
一
興
一
慶
し
、
各
代
文

化
の
梓
は
、
か
へ
っ
て
そ
れ
ら
の
波
及
し
た
地
方
に
保
存
せ
ら

－７



泗

　

れ
て
今
日
に
’
及
ぶ
事
、
例
へ
ば
漢
の
楽
浪
の
如
く
で
あ
る
。
唐
肘
一
丿
緩
や
か
な
階
三
道
を
通
じ
、
或
は
獅
子
頭
を
以
て
飾
っ
た
事
資

″

　

代
に
開
し
て
も
・
我
が
正
か
院
は
、
そ
の
美
術
工
齢
の
精
を
よ

　

詞
も
確
か
め
ら
れ
７
営
時
の
雄
大
な
姿
を
如
賓
に
物
語
る
も
の
あ

　
　

く
傅
ふ
る
所
が
あ
っ
た
が
、
我
が
奈
良
朝
文
化
や
新
８
　
の
文
化

　

…
る
事
が
明
か
に
さ
れ
た
。
殊
把
第
四
官
殿
址
か
ら
は
綜
粕
の
瓦

と
共
に
、
同
じ
文
化
圏
に
腸
す
べ
き
潮
海
國
の
都
址
の
調
査
は

哭
遺
物
の
み
な
ら
す
遺
跡
と
し
て
同
文
化
の
解
明
に
大
い
に
資

す
る
事
あ
る
べ
き
こ
と
が
期
待
甘
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

　

果
せ
る
か
な
、
今
回
狸
掘
調
査
の
結
果
は
、
東
西
一
里
強
、

南
北
一
里
弱
に
わ
た
る
城
址
が
、
北
適
中
央
に
宮
城
を
置
き
、

そ
の
南
門
よ
り
外
城
南
門
に
至
る
間
は
朱
雀
大
路
に
か
営
る
ぺ

き
四
十
八
間
飴
の
大
路
を
通
じ
て
、
之
に
よ
っ
て
城
内
を
左
右
幽

雨
孤
に
分
ち
、
又
現
在
畑
中
に
通
す
る
里
路
や
石
埴
は
、
こ
２
一
一

爾
冠
が
更
に
各
々
四
４
　
一
坊
に
分
た
れ
て
居
た
事
を
推
定
せ
し

め
、
哭
東
冠
に
富
る
現
在
の
東
京
城
市
街
と
大
路
を
へ
だ
て
ｘ

對
秘
の
位
置
に
存
す
る
西
地
な
る
場
所
は
、
大
蔵
古
へ
の
東
西

雨
市
に
考
へ
ら
る
ｘ
外
、
大
路
を
挾
ん
で
相
對
す
る
六
個
の
寺

院
址
が
見
出
さ
れ
る
等
、
全
く
そ
れ
は
唐
の
長
安
城
の
プ
ラ
ン

を
腎
鴛
せ
し
め
る
も
の
が
あ
り
、
礎
石
土
壇
の
示
す
處
、
官
殿

は
前
後
六
棟
の
大
厦
を
連
ね
、
大
極
殿
に
も
営
る
べ
き
第
二
殿

は
十
一
面
四
間
、
百
八
十
五
尺
に
八
十
尺
を
数
ふ
る
堂
々
た
る

建
物
で
あ
っ
て
、
廊
を
以
て
こ
れ
ら
の
大
厦
を
結
び
前
殿
に
は

製
柱
座
が
登
見
せ
ら
れ
、
附
近
に
出
た
喧
釘
に
は
朱
が
着
い
て

居
て
常
時
朱
塗
の
桂
示
そ
の
上
に
立
っ
て
居
た
事
を
察
せ
し
め
、

叉
線
粕
の
丸
瓦
、
鸚
尾
。
鬼
瓦
等
が
各
宮
殿
址
よ
り
出
土
し
て

彼
の
唐
代
熾
煌
壁
書
の
示
す
如
く
大
棟
下
棟
及
び
鳩
尾
、
鬼
瓦

等
の
装
飾
部
に
は
瑠
璃
瓦
が
用
ひ
ら
れ
た
事
も
賓
際
に
確
か
め

ら
れ
、
そ
れ
等
は
往
時
堂
宇
輪
莫
の
美
し
さ
を
し
の
ば
し
め
る

の
み
な
ら
す
、
又
唐
代
建
築
の
制
の
大
方
を
も
推
知
せ
し
め
る

も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
た
い
。

　

蓋
し
溺
海
國
は
高
勾
麗
人
主
の
國
、
そ
こ
に
は
常
然
高
勾
麗

文
化
の
動
か
す
べ
が
ら
ざ
る
傅
統
の
力
の
存
す
べ
き
事
も
否
め

な
い
。
本
調
喪
に
よ
っ
て
庸
ら
さ
れ
た
官
殿
寺
址
出
土
の
瓦
瓊

蓮
華
文
が
、
高
勾
麗
の
そ
れ
に
寧
ろ
近
い
事
賓
は
明
か
に
そ
の

４
　
を
示
し
、
叉
有
名
な
南
大
朝
に
現
存
す
る
玄
武
岩
製
の
八
角

石
燈
は
そ
の
太
い
竿
と
胴
張
り
と
、
こ
の
度
明
か
に
し
得
た
仝

醒
の
プ
ロ
ポ
ー
シ
ョ
ン
の
持
つ
ど
っ
し
り
し
た
持
ち
味
に
、
唐

文
化
と
は
叉
異
っ
た
素
朴
な
溺
海
人
狽
特
の
魂
の
動
き
を
感
得

ぜ
し
め
る
外
、
建
築
ご
フ
ン
等
に
於
い
て
て
も
例
へ
ば
第
五
宮
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殿
址
に
於
い
て
我
見
し
得
た
坑
の
遺
制
の
如
く
潮
海
濁
自
の
も

の
が
あ
っ
て
頗
る
興
味
を
惹
く
の
で
あ
る
が
、
こ
Ｉ
の
潮
海
味
豊

か
な
第
五
宮
殴
址
に
て
開
元
通
賓
な
ら
ぬ
和
同
開
趣
が
襲
見
さ
。

れ
た
事
に
も
我
々
は
彼
我
の
修
交
に
顧
み
少
か
ら
す
感
興
を
党

え
る
事
で
あ
る
。

　

以
上
は
調
査
報
告
の
傅
ふ
る
所
、
特
に
興
味
を
９
　
い
た
二
三

の
主
だ
っ
た
事
項
を
あ
げ
た
に
と
ど

そ
む
か
す
本
調
査
は
な
ほ
潮
海
文
化
究
明
に
置
す
べ
き
数
々
の

基
礎
的
事
資
を
明
か
に
し
て
居
る
事
で
あ
っ
て
報
告
書
の
傅
ふ

る
所
、
な
ほ
語
る
べ
き
多
く
の
も
の
を
存
す
る
が
、
今
は
割
愛
・

に
従
ひ
、
以
下
に
本
書
の
目
次
を
か
ｘ
げ
て
そ
の
内
容
を
推
し

て
い
た
ゞ
く
事
と
す
る
。

　

序
説
、
調
喪
の
経
過
、
遺
跡
（
一
、
外
城
遺
址

　

二
、
内
城

　

遺
址

　

三
、
官
殿
址

　

四
、
寺
址

　

五
、
自
鯨
の
遺
址
）
遺

　

物
（
一
、
瓦
碑
‘
二
、
石
獅
頭
一
二
、
建
築
金
具
’
四
、
兵

　

器

　

五
、
陶
容
器

　

六
、
佛
像
ゼ
、
和
向
開
趣

　

八
、
雑

　

具
）
結
論
。

　

本
文
九
〇
頁
、
圖
版
百
二
〇
、
巻
末
に
は
三
葉
の
地
圖
’
（
内

潮
海
國
上
京
龍
泉
府
址
仝
圖
、
宮
城
址
圖
は
開
東
軍
陸
地
測
量
一

部
片
野
粥
比

ぴ
本
調
査
以
前
に
踏
喪
し
た
ポ
ノ
ソ
フ
氏
の
報
奢
を
添
へ
て
居

る
。

　
　
　
　
　
　

’

　
　

（
昭
和
十
四
年
三
月
、
東
亜
考
古
學
會
登
行
、
四
六
四
倍
判
、
定
價

　
　

參
拾
圓
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〔
岡
田
芳
三
郎
〕

　
　

Ｅ
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０
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Ｈ
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i
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印
度
の
西
北
地
方
は
、
カ
ラ
Ｊ
さ
フ
ム
連
山
、
ヒ
ン
ヅ
ク
ウ

シ
ュ
連
山
、
葱
嶺
連
山
な
ど
の
會
１
　
地
聡
で
世
界
で
も
有
名
な

る
高
山
地
帯
で
あ
る
が
、
東
洋
歴
史
は
こ
の
地
帯
に
、
或
は
北

よ
り
南
へ
、
或
は
西
よ
り
東
へ
、
或
は
そ
の
反
對
に
、
幾
多
の

足
跡
を
印
し
て
ゐ
る
。
今
で
も
交
通
困
難
な
る
は
愛
ら
な
い
が

此
の
地
勤
は
英
露
接
壌
の
。
重
要
逞
境
で
あ
る
か
ら
、
複
雑
怪
奇

な
る
欧
洲
政
局
の
濯
韓
は
イ
ン
ダ
ス
上
流
地
方
に
何
時
古
代
束

淳
史
に
於
け
る
が
如
き
争
奪
を
廻
起
し
な
い
と
も
限
ら
な
い
。

希
脆
王
の
東
征
、
蒙
古
土
耳
古
可
汗
の
南
下
は
現
代
に
於
て
も

必
ず
此
地
方
へ
先
づ
惹
起
さ
れ
て
く
る
に
逞
ぴ
な
い
。
時
局
上

に
も
注
意
し
て
ゐ
て
も
興
味
は
あ
る
。

　

然
し
侯
の
興
味
は
古
代
史
に
懸
つ
て
ゐ
る
。
歴
山
大
王
東
征
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